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第2章
くまもと型伝統構法を用いた木造建築物の設計指針・同解説 くまもと型伝統構法を用いた木造建築物設計指針・同解説

3
161

1.3軸組の形式(2)② 柱脚の浮き上がりがないこと。 転倒しないこと。

5
170

3.2構造階高
（1）1階の構造階高

1階の構造階高は、基礎の天端から1階躯体の桁・梁の上端と下端の中心
までの高さによる。

1階の構造階高は、足固めの上端と下端の中心から1階躯体の桁・梁の上
端と下端の中心までの高さによる。

6
177

3.5水平剛性の確保（1)床、
(2)小屋組の2か所

同等以上の耐力を有する仕様とする 同等以上の剛性を有する仕様とする

7
183

4.1柱(3) 「1.3架構形式」 「1.2(1)2)部材寸法②通し柱」

記号と固定荷重表（部材）
の関係H2の部分

■Ⅲ床++■Ⅵ内壁（2階下半分）+■Ⅵ内壁（1階上半分）+Ⅸ積載荷重 ■Ⅲ床+■Ⅵ内壁（2階下半分）+■Ⅵ内壁（1階上半分）+Ⅸ積載荷重

記号と固定荷重表（部材）
の関係H2！の部分

■Ⅲ床++■Ⅵ内壁（2階下半分）+■Ⅵ内壁（2階上半分）+Ⅸ積載荷重 ■Ⅲ床+■Ⅵ内壁（2階下半分）+■Ⅵ内壁（1階上半分）+Ⅸ積載荷重

記号と固定荷重表（部材）
の関係D1！の部分

■Ⅷ1階床+■Ⅵ内壁（2階下半分）+Ⅸ積載荷重 ■Ⅷ1階床+■Ⅵ内壁（1階下半分）+Ⅸ積載荷重

26
28

ヤング係数E スギ　700kN/c㎡、ヒノキ900kN/c㎡ スギ　7.0kN/m㎡、ヒノキ9.0kN/m㎡

35 ヤング係数E スギ　700kN/c㎡ スギ　7.0kN/m㎡

37 5(1)重い屋根 Pw=-1153N/㎡（庇吹上） Pw=-1363N/㎡（庇吹上）

37 (1)-2　表

38 (2)軽い屋根 Pw=-1624N/㎡（庇吹上） Pw=-1834N/㎡（庇吹上）

くまもと型伝統構法を用いた木造建築物設計指針・同解説　新旧対照表

23
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38 (2)-2　表

38 設計条件　箱の中 断面　「D:55mm×115mm」の次に、右を加える。 E:70mm×115mm
F:85mm×115mm

39 3風荷重（Pw） 「軒高　7m以下」の次に、右を加える。 最高の高さ　10m以下

39 （庇面風圧係数）
（外圧係数・内圧係数）

40 (1)　表
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41 (2)　表

41 5　吹上荷重 Pw=Cf×q＝1.10×1048N/㎡＝1153N/㎡
Pw=Cf×q＝1.55×1048N/㎡＝1624N/㎡

Pw=Cf×q＝1.30×1048N/㎡＝1363N/㎡
Pw=Cf×q＝1.75×1048N/㎡＝1834N/㎡

82 左上の図

85 図
103
104
105
106
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130 箱の中【仕様】3ポツ目 土壁仕様はくまもと型土壁施工マニュアルによる 土壁仕様はくまもと型土壁等施工マニュアルによる
137 2-4

C．砂しっくい　（1）材料
砂しっくいは、既調合のものとする。 砂しっくいの調合は2.2.ｆ（2）の表の下付け材に倣う。既調合の場合

は、製造業者の仕様による。
153 図2.1※印 軸組み部材寸法は、指針1.3「架構形式」を参照 軸組み部材寸法は、指針「1.2(1)2)部材寸法」を参照

168 表2.3タイトル 1階下部の数量算定項目 1階床部の数量算定項目

171 【解説】 「構造計算で使用する高さは、建築基準法上の高さと異なる寸法となる
ので注意すること。」の下に、右の文を加える。

※限界耐力計算を行う際の1階の階高は、「1階の構造階高」に「足固め
高さ」を加えたものとなるので注意すること。（図2.12参照）

171 図2.12中 左側の「軒高さ」 軒高さ（上下梁の中心）

171 図2.12中 限界耐力計算用階高 限界耐力計算用階高※

187 図2.25中
一番左の図

190 表2.11　7ヤング係数 杉：7ｋN/m㎡、桧：9KN/m㎡ 杉：7ｋN/m㎡、桧：9kN/m㎡

192 【解説】 1　伝統構法の接手と仕口について 1　伝統構法の継手と仕口について

194 4②イ イ　スパン表を使用する場合は、蟻掛けの受梁は、断面欠損が大きいの
で採用しないこと。

削除

198 表2.15　垂木寸法 40mm×80mm、40mm×100mm、40mm×115mm、55mm×115mm 40mm×85mm、40mm×100mm、40mm×115mm、55mm×115mm、70mm×115mm、
85mm×115mm

198 表2.15　固定荷重 瓦 重い屋根（瓦）

198 表2.15　固定荷重 鋼板
292N/㎡

軽い屋根（鋼板、スレート）
400N/㎡

198 表2.15　固定荷重 スレート
392N/㎡

削除

199 (2)浅瓦の施工要領 浅瓦（3か所） 桟瓦

199
200

(2)浅瓦の施行要領～（5)棟
部の施行要領

繋結線(4か所） 緊結線

224
303

様式番号 第四号の二書式 第四号書式
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